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魔女の手に渡った AncreneWisse 

London, British Library, MS. Cotton Vitellius F viiの所有者についての一考察

和 田 葉 子

Ancrene Wisse: possessed by a witch? 

- a note on the ownership of London, British Library, 

MS. Cotton Vitellius F vii 

Yoko Wada 

From the evidence of an inscription (imperfect because of a fire in 1 731) on the last 

page of London, British Library, MS. Cotton Vitellius F vii, Emily Hope Allen 

concluded that the Vitellius manuscript must have been given by Joan Boland to 

Eleanor Cobham, the second wife of Humphrey Duke of Gloucester. In this paper I 

have re-examined the evidence. I propose that the French text of Ancrene Wisse 

in the Vitellius manuscript might have been written sometime while Joan Roland's 

great grandmother, Joan de Geneville (1285-1356), was young, in or around Wigmore 

or Ludlow. Both places have a strong connection with one of the earliest copies of 

Ancrene Wisse in English. 

London, British Library, MS. Cotton Vitellius F viiにはフランス語訳のAncreneWisseが収録

されている。l) 14世紀初期に筆写されたと考えられているが、2) そのフランス語は古く 13世紀の

面影を残している。3) そして、このテキストは、 13世紀前半に書かれたLondon,British 

Library, MS. Cotton Cleopatra C. 副及び13世紀中頃に写された Cambridge,Corpus Christi 

College, MS. 4025)にそれぞれ収められているAncreneWisseと密接な関係があるとされてい

る。前者はVitelliusテキストとのみ共通する誤りが多くあり、6)後者には、この写本のテキス

トとだけ共通する文章が見られるからである。7lE.J. DobsonはCleaopatra写本には原作者自身
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による加筆修正があり、s)Corpus写本は原作の改訂版の清書だと考えている。したがって、

Vitellius写本のフランス語版AncreneWisseの元になったテキストは、原作が出来てすぐに、

おそらく原作とほぼ同時といえるほどのスピードで、製作されたのではないかと推測される。9)

この写本は非常に正確に筆写されているので、原作はフランス語で書かれたという説も主張さ

れたこともあった。 10)

おそらくAncreneWisseの原作が成立したのと、非常に近い時期にフランス語版ができ、11)

そのテキストは、筆写され続け、 2言語を理解できても、フランス語のほうが堪能だった女性

たちに愛読され続けたと思われる。

英語のAncrereWisseは9写本現存している12)のに対して、フランス語訳が含まれる写本は

現在4つしか残存していないが、13) フランス語版のテキストが大量に生産されていたかもしれ

ないことを示唆する事実もある。 Vitellius写本には、 part3の終わり頃から、 part4の後半部分

まで、本文が大きく欠落している。14) これは、明らかに筆写後にページが破損したのではな

い。というのは、テキストの途中で急に本文が抜け落ち、そこからすぐに欠落した後の部分へ

と文が続いているため、その箇所において脈略がなくなっている。先に述べたように、

Vitellius写本のテキストと密接な関係があるCleopatra写本はpeciasystem 15)と呼ばれる方法で

筆写されている。16) これは13世紀からよく行われた筆写のやり方で、手本とする 1つの写本を

いくつかのセクションに分けて、複数の写字生が同時進行で書き写し効率よく複本を生産する

方法である。 Vitellius写本もまたpeciasystemによって（あるいはこのやり方で筆写された写

本を手本として）作成されたと考えて間違いなかろう。抜けたセクションを何らかの理由で手

に入れることができなかったのであろう。欠落があるまま写本を仕上げた原因については様々

なことが考えられるが、一つには「出版」が急がれたからであろう。17) すなわち、依頼主から

早く完成させてほしいと催促されたのかもしれない、あるいは、大量のフランス語版が他の何

らかの理由で、すぐに必要であったからであったかもしれない。 AncreneWisseのpart4に次

のような記述がある。

6ef pe ne kimeo sane help, gred luddre wio hat heorte: Us quequo, Domine, obliuisceris me in 

finem? Usquequo auerteris faciem tuam a me? もswaal pe salm ouer Paternoster, Credo, 

Aue Maria wi筍halsindebonen oャinahne ledene.18l 

('If help does not soon come to you, c巧 outmore loudly with an urgent heart: How long, 

0 Lord, wilt thou forget切 eunto the end? How long dost thou turn away thy face from叩 e?

and so on to the end of the psalm, then the Paternoster, the Credo and the Ave Maria, and 
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other prayers calling for help, in your own language.) 19l 

興味深いことに、「自分自身の言語で」という言い回しが使用されている。もし、すべての聴

衆が英語を母語としていたのであれば、「英語で」と言えばよいはずである。 AncreneWisse 

の他の箇所にも、「英語またはフランス語の本を読むときに」、20) 「あなたの英語の本に」 21) と

書かれているように、聴衆の中に、英語を読んだり聞いたりするときには理解できても、流暢

に話すことはできないフランス語のネイティブ・スピーカーがいたことが推測される。

一体、フランス語のテキストを収めた写本をどんな人が読み、所有したのであろうか。

Vitellius写本の所有者については、 1つの大きな手がかりがある。すなわち、最後のページ

に、次のような書き込みが見られる。22)

…m .. Duchesse de Gloucestre du doun d… 

…Kent: Plesance 
Al en vn 

この写本は、コレクターとして有名なSirRobert Cotton (1571-1631) 23l の蔵書として、

LondonのCottonHouseにあった。しかし、 1722年にはその建物が荒廃していたので、貴重書

の保存のため、 StrandにあるEssexHouseに移された。そこで 7年という賃貸契約の期間が終

了すると、火事が起こりやすい場所に立地しているという理由で、契約の更新はされず、今度

はWestminsterにあるその名も不吉なAshburnhamHouseに収められた。しかし、皮肉なこと

に1731年10月23日、そこで起こった火事24) によって、蔵書は全焼を免れたものの、かなりの

損傷を受けた。消防車がなかなか来なかったために、出来る限り多くの貴重書を窓から外へ放

り投げて、本を救出しようとした記録が残っている。25) ちなみに、この時、唯一残存している

Beowulfのテキストを含む London,British Library, MS. Cotton Vitellius A.xv、26) そしてラテン

語訳のAncreneWisseが書かれている London,British Library, MS. Cotton Vitellius E.viiも危

う＜難を免れた。27)

このような被害にあった結果、フランス語版AncreneWisseの写本も熱によって羊皮紙が

縮み変形しているだけでなく、ほとんど総てのフォリオのマージンの一部が焼け、テキストが

完全には読めない状態である。そのため、最後のページに見られる所有者の手がかりとなる書

き込みも全部を読み取ることができない。しかし、わずかに残された文字から、 J.A.Herbert 
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が1943年のAllenの説を根拠にして、次のような結論を下している。28)箇条書きにするとこの

ようになる。

1) Humphrey, Duke of Gloucesterは 'Plesance'(現在のGreenwichPalace)を1433年に建て

始め、妻のEleanorが妖術を使った罪で起訴された1441年まで、彼女と暮らしていた。

2) 、Alen vn' は彼女の名前 Eleanor をもじった言葉遊びであろう。したがって、 1433~1441

年の間にこの写本がEleanorに贈られたと思われる。

3)疑いなく、贈ったのは 8代目のケント公爵Thomasde Rolandの未亡人 Joanである。

これらについて、一つずつ検証してゆきたい。

1) GreenwichにあったHumphreyの邸宅は、 EdwardI (在位1272-1307)の時代から王室の

住居として使われていたと考えられている。 Humphreyの父親であるHenryIV (在位1399-

1413)は常にここで暮らしていた。その後、長男のHenryV (在位1413-1422)がこの邸宅を

Edward IIIの孫でDukeof ExeterのThomasBeaufort (c.1377-1426) に与えた。 Thomasが亡く

なって 2年経たないうちに、おそらく、 HenryVの遺言によって、 Humphreyの所有となった。

それ以来、彼のお気に入りの場所となり、 1432年と1437年の間に改築し豪華な別荘に生まれ

変わった。29) 土地も増やし、その家は約200エーカーの公園に囲まれていた。この時期の公文

書や私信の中で、この邸宅は 'the manor of Plesaunce と呼ばれている。30) 一般に、

Humphreyは1433年にこの宮殿を 'BellaCourt' と名づけており、 'Plesaunce' と名前を変更

したのはHenryVI (在位1422-1461; 1470-1471)の妃 Margaretof Anjou (c.1429-1482)で

あったといわれているが、31) 実際は、すでにHumphreyがここに暮らしていた時に

'Plesaunce' と呼ばれていたのであった。

Duke of Gloucesterの2番目の妻 EleanorCobhamは 1番目の妻Jacquelineの女官の 1人で

あった。彼女は長年Humphreyの愛人であった。 Humphreyは1428年に前妻との結婚を無効に

し、 Elenorとの間に 2人の子どもをもうけている。32lJacquelineには国民が深い同情を示し、

最初の妻を無慈悲に捨てたHumphreyは大きな非難を受けた。彼と仲の良かった詩人のJohn

Lydgate (c.1370-c.1450)でさえも彼への反感を作品の中に表現した。33) 異端者、ロラードと

された者たちがあちらこちらで火あぶりの刑に処されているのを人々が目にした時代に、34)

Oxfordの聖職者RogerBolingbrokeとWestminsterの StStephen's教会の司教座聖堂参事会員

Thomas Southwellの二人が王の命を奪うため妖術を使った、として告発された。 Bolingbroke

はEleanor も魔術を使い、彼らをそそのかして He~·\TJの叔父である彼女の夫Humphrey を王
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位につかせようとした、と白状した。 Eleanorはすぐさま捕らえられた。この事件を

ShakespeareがHenryVI第2部で扱っていることはよく知られている。 1441年、有罪の判決

が下ると、彼女はLondonを3日間、頭を布で隠し、手にたいまつを持って裸足で歩かされた。

Boling brokeは絞首刑の上、断頭、そして体を四つ裂きにされる刑に処せられたが、35lEleanor 

はKentのLeeds城に拘禁された。その後、 Chesterへ移され、 1443年にはKenilworthに留置さ

れた。 1446年、 Man島へ移す命令が下され、その翌年Walesのおそらく Flint城で18年間、監禁

されたままこの世を去った。36)

つまり、 1) については、正確には、邸宅の改築が行われた1432年と1437年の間から、捕

らえられる1441年の間、彼女は現在のGreenwichPalaceである 'Plesaunce' に暮らしていた

と思われる。

2) AllenにしたがってHerbertが述べているように、 Vitellius写本が贈られたのは、彼女がこ

の邸宅に住んでいた時だったと考えられる。そして、 inscriptionの、Alenvn' は、英語とフラ

ンス語が混じった珍しい形ではあるが、37l'Eleanor' をもじった言葉遊びであり、よく行われ

ていたようである。 Allenは、、Alen vn' には 'InGod es al' に相当するような宗教的な意味

もあるのだろう、と考える一方で、 'Ithink, however, that it is more likely to be amorous, and 

a compliment to the duke.'33lと述べている。ちなみに名前をpunで表わした例をいくつか挙げ

ると、 Mowbrayは 'mulberry'、Eleanorの夫、 Humphrey,Duke of Gloucesterは 'hornrnevrai' 

を使っていたという。39)

3) HerbertはAllenにしたがって、贈った者は「疑いもなく」 8代目のEarlof KentのThomas

de Boland (c.1370-1400)の未亡人 Joanだとしている。 Allenは 'She[Joan] was the only 

person bearing the title Kent in the period 1433-41.'40)と説明している。当時、写本は大切な

財産とみなされ、しばしば母親が娘に、あるいは親戚の女性に遺産の一部として残す習慣が

あった。 CompletePeerageの Gloucester家の伯爵• 公爵の家系図を調べると、41)そこには、

Thomas Boland (c.1350-1397)、第 7代目のEarlof Kentの娘Eleanorの名前がある。彼女は、

Roger Mortimer (1374-1398), Earl of March and of Ulsterとの婚姻によって、この家系図に現

れることになった。彼女の義理の姉がCountessof Kent, Joan (c.1378-1442)である。 Allenは

さらに次のように述べて結論としている。42)

'Her [Joan's] piety seems proved by her living in the abbey of Beaulieu. She was collaterally 
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related to the famous anchoress of a century earlier(c.1322), Katherine Lady Audley, and 

directly descended from Maud Countess of Clare, Gloucester and Hereford (d.1288), who 

owned an extant copy of the English text of the''、AncreneRiwle" (Cott. MS., Cleop., C.VI.) .' 

このAllenの結論は非常に興味深い。なぜなら、最初に述べたように、 Vitellius写本に含まれて

いるフランス語版AncreneWisseのテキストは、 Allenの言及しているLondon,British Library, 

MS. Cotton Cleopatra C.viの英語のテキストと密接な関係があると考えられているからであ

る。43)

ここで、さらなる考察を少し付け加えてみたい。 Joanの母方の家系を遡ると、この写本は、

すぐにHerefordのWigomoreとShropshireのLudlowにたどり着く。 Vitelliusのテキストと関係

の深い、もう 1つの写本、 Cambridge,Corpus Christi College, MS. 402が献呈された先は、そこ

に書かれたinscriptionから、明らかにWigmoreAbbeyであった。依頼人は、大聖堂の音楽監督

で1302年にはWigmoreの大修道院長にも選ばれていたWalterde Ludlow seniorであった。44) そ

して Corpus写本を贈った者は Shropshire南部に住んでいたと思われるJohnPurcellという人

物でNorburyやLudlowに土地を所有していた。彼の名前が出てくる記録としては、彼が赤ん

坊であった1272年と1306年の間のものが残っている。45)

Eleanor CobhamにVitellius写本を贈ったと考えられるJoanRoland (c.1378-1442)の両親は

Hugh de Stafford, 2nd Earl of Stafford (c.1336-1386) とPhilippade Beauchamp (c.1334-

c.1386)である。 Philippaの父親は Thomasde Beauchamp, Earl of Warwick (1314-1369)、母

親は Catherine(Katherine) de Mortimer (c.1309-c.1369)であった。 CatheirneはWigmoreで

生まれている。 Catherineの両親は、 LordRoger Mortimer of Wigmore, 1st Earl of March (1287 

-1330) とJoande Geneville (1285-1356)で、このJoanはShropshireのLudlow生まれであっ

た。ちなみに彼女の父Piersde Geneville (1256-1292)はアイルランドのDublin出身である。

母はフランス、 VienneのLusignanで生まれたJoanLusignan (c.1262-1323)だが、この 2人は

1283年頃、 Ludlowで結婚している。 Vitellius写本は14世紀初期に書かれたとされているので、

46) Joan de Genevilleの若い頃にあたる。この写本は彼女、あるいは彼女の近くにいた女性（た

ち）のために、 Ludlowにあったフランス語版のテキストから筆写されたものだったかもしれ

ない。 Joande Genevilleの母親も祖母も先祖もフランスに住んでいたフランス人であったの

で、 Joanはバイリンガルであったと考えられる：：ちなみに夫のRogerMortimerの両親はどち

らもWigmore生まれだが、 1285年、フランスで結婚式をあげている。この時代においても、

フランス語に訳されたテキストが読まれ統け、筆写もされていたであろう背景が推測できる。
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さて、 EleanorCobhamにVitellius写本を贈ったのがJoanRolandであるとすれば、彼女らの

関係は非常に遠い親戚にすぎない。どうしてJoanはEleanorにVitellius写本を贈ったのだろう

か。 2人の接点はどこにあったのか。 Joanの夫ThomasRolandの妹MargaretRoland (d.1439) 

に鍵があるかもしれない。 Margaretの夫JohnBeaufort, Earl of Somerset (d.1410)はThomas

Beaufort (d.1426)の兄であった。ちなみに彼らの父親はJohnof Gauntである。先に述べたよ

うに、47>Henry IVが1413年に亡くなるとGreenwichの家はThomasのものとなった。 Margaretは

夫の死後も、かつての兄嫁として、この邸宅を訪れていた可能性がある。 Margaretを介して、

彼女の亡き兄ThomasRolandの未亡人Joanもここに招かれていたかもしれない。この邸宅が

Humphreyの所有するところとなってからも来る機会があったとすれば、 JoanがEleanor

Cobhamと 'Plesaunce' で顔を合わせて親しくなったとも考えられる。

JoanがThomasRolandと結婚したのは1392年だった。しかし結婚生活はそう長く続かな

かった。夫は仲間と HenryIVの暗殺を企て、失敗、暴徒に捕まり、 1400年打ち首になった。

彼の体はCirencester修道院に埋葬されたが、首だけはロンドン塔の上にさらされた。 Eleanor

CobhamがHenryNの孫であるHenryVIの失脚を狙った魔女として告発されたのが1441年、48)

Joanの亡くなったのはその翌年であった。49)

13世紀初期に英語で書かれたAncreneWisseは、様々な聴衆のために種々のヴァージョンが

生まれ、多くの英語の写本が生み出された。そして、原作が書かれて恐らくすぐに、フランス

語を母語とする者のためフランス語に翻訳され、少なくとも14世紀初期まで筆写され続けた。

その写本の 1つは、 15世紀、魔女として告発されたEleanorCobhamのものとなった。彼女が、

蔵書家であった夫Humphrey,Duke of Gloucester50lとともに暮らした 'Plesaunce' には、頻

繁に人文主義の学者や芸術家たちが訪れていたことであろう。51)このVitellius写本は、彼らの

目に触れる機会はあったのだろうか。それは、やがてコレクターのSirRobert Cottonの手に渡

り、 CottonCollectionとして幾度と引越しを繰り返した。52)最も安全な収納場所として選ばれ

たはずのAshburnhamHouseでは、不幸にも火事に遭うが、危うく全焼を免れる。この写本

， は、火あぶりの刑を免れたEleanorの代わりに炎にさらされたかのようだ。しかし、彼女は城

に幽閉されたまま不運な最期を遂げた。 Vitellius写本は、現在、ようやくロンドンの大英図書

館の書庫の中に安住の地を得た。 Eleanorと同様、 Vitellius写本は、かくも数奇な運命をた

どったのであった。53)
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